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(54)【発明の名称】 超音波手術器具

(57)【要約】
【課題】生体組織の迅速な切断・凝固が可能な超音波手
術器具を提供すること。
【解決手段】超音波手術器具１Ａは、支持点２５により
互いに回動自在に支持された一対のアーム状部材２１、
２２と、それらの後端側に設けられた把持部７１、７２
とを有している。アーム状部材２１、２２の支持点２５
より先端側は、鋏よりなる処置部３で構成されている。
すなわち、処置部３は、内側に剪断刃２３、２４を有し
ている。剪断刃２３と把持部７１との間および剪断刃２
４と把持部７２との間には、それぞれ超音波振動子４
１、４２が設置されている。超音波振動子４１、４２か
ら発せられた超音波振動は、アーム状部材２１、２２を
介して剪断刃２３、２４に伝播される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  把持部と、生体組織と接触する処置部
と、前記処置部に超音波振動を与える超音波発生源とを
有する超音波手術器具であって、
前記処置部は、一対のアーム状部材を有し、その少なく
とも一方が剪断刃を有していることを特徴とする超音波
手術器具。
【請求項２】  前記処置部は、鋏で構成されている請求
項１に記載の超音波手術器具。
【請求項３】  前記一対のアーム状部材は、回動自在に
支持されている請求項１または２に記載の超音波手術器
具。
【請求項４】  互いに回動可能な一対の剪断刃を有する
アーム状部材と、前記アーム状部材に超音波振動を付与
する超音波発生源と、把持部とを有し、
前記超音波発生源の作動により前記アーム状部材を超音
波振動させつつ、前記アーム状部材を回動させて、生体
組織を切断するとともに凝固させて止血することを特徴
とする超音波手術器具。
【請求項５】  前記把持部は、指が挿入可能な孔を有し
ている請求項１ないし４のいずれかに記載の超音波手術
器具。
【請求項６】  前記超音波発生源は、前記一対のアーム
状部材のうちの少なくとも一方に対し、直接超音波振動
を与えるものである請求項１ないし５のいずれかに記載
の超音波手術器具。
【請求項７】  前記超音波発生源は、前記一対のアーム
状部材のそれぞれに、直接超音波振動を与えるものであ
る請求項１ないし５のいずれかに記載の超音波手術器
具。
【請求項８】  前記超音波発生源から発生する超音波の
節の部分が、前記アーム部材同士を支持する支持点付近
に位置するよう構成されている請求項１ないし７のいず
れかに記載の超音波手術器具。
【請求項９】  前記超音波発生源は、前記処置部と前記
把持部との間に位置している請求項１ないし８のいずれ
かに記載の超音波手術器具。
【請求項１０】  前記超音波振動源に電力を供給するケ
ーブルが、前記把持部の後端から突出している請求項１
ないし９のいずれかに記載の超音波手術器具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波手術器具、
特に生体組織を切開するとともに凝固により止血する超
音波手術器具（超音波切断・凝固装置）に関する。
【０００２】
【従来の技術】生体組織を切開および凝固するために超
音波振動を用いた超音波凝固切開装置が知られている
（特表平８－５０５８０１号）。
【０００３】この超音波凝固切開装置は、超音波エネル
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ギーを生体組織に効果的に伝達するために、超音波振動
する処置具（以下、処置具と言う）と対向した位置にク
ランプ部材（クランプ顎部２４）を設けている。
【０００４】すなわち、クランプ部材と処置具の間で生
体組織を挟持することによって生体組織に押圧力を作用
させ、これにより生体組織に十分に超音波エネルギーを
与え、切開および凝固を行う。
【０００５】しかしながら、この従来の超音波凝固切開
装置では、生体組織の切断（切開）は、処置具の超音波
振動による剪断作用のみを利用しているため、クランプ
部材により押圧力を加えたとしても、切断速度が遅いと
いう欠点がある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】本発明の目的は、生体
組織の迅速な切断・凝固が可能である超音波手術器具を
提供することにある。
【０００７】
【０００８】
【課題を解決するための手段】このような目的は、下記
（１）～（１０）の本発明により達成される。
【０００９】（１）  把持部と、生体組織と接触する処
置部と、前記処置部に超音波振動を与える超音波発生源
とを有する超音波手術器具であって、前記処置部は、一
対のアーム状部材を有し、その少なくとも一方が剪断刃
を有していることを特徴とする超音波手術器具。
【００１０】（２）  前記処置部は、鋏で構成されてい
る上記（１）に記載の超音波手術器具。
【００１１】（３）  前記一対のアーム状部材は、回動
自在に支持されている上記（１）または（２）に記載の
超音波手術器具。
【００１２】（４）  互いに回動可能な一対の剪断刃を
有するアーム状部材と、前記アーム状部材に超音波振動
を付与する超音波発生源と、把持部とを有し、前記超音
波発生源の作動により前記アーム状部材を超音波振動さ
せつつ、前記アーム状部材を回動させて、生体組織を切
断するとともに凝固させて止血することを特徴とする超
音波手術器具。
【００１３】（５）  前記把持部は、指が挿入可能な孔
を有している上記（１）ないし（４）のいずれかに記載
の超音波手術器具。
【００１４】（６）  前記超音波発生源は、前記一対の
アーム状部材のうちの少なくとも一方に対し、直接超音
波振動を与えるものである上記（１）ないし（５）のい
ずれかに記載の超音波手術器具。
【００１５】（７）  前記超音波発生源は、前記一対の
アーム状部材のそれぞれに、直接超音波振動を与えるも
のである上記（１）ないし（５）のいずれかに記載の超
音波手術器具。
【００１６】（８）  前記超音波発生源から発生する超
音波の節の部分が、前記アーム部材同士を支持する支持
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点付近に位置するよう構成されている上記（１）ないし
（７）のいずれかに記載の超音波手術器具。
【００１７】（９）  前記超音波発生源は、前記処置部
と前記把持部との間に位置している上記（１）ないし
（８）のいずれかに記載の超音波手術器具。
【００１８】（１０）  前記超音波振動源に電力を供給
するケーブルが、前記把持部の後端から突出している上
記（１）ないし（９）のいずれかに記載の超音波手術器
具。
【００１９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の超音波手術器具を
添付図面に示す好適な実施形態に基づいて詳細に説明す
る。
【００２０】図１は、本発明の超音波手術器具（超音波
切断・凝固装置）の第１実施形態を示す斜視図、図２
は、図１に示す超音波手術器具の内部構造を示す斜視図
である。なお、以下の説明では、図１および図２中の上
側を「後端」、下側を「先端」と言う。
【００２１】図１に示す超音波手術器具１Ａは、手術の
際に超音波切断・凝固を行なうものであり、一対のアー
ム状部材２１、２２を備えた器具本体２を有している。
アーム状部材２１、２２は、支持点（留金）２５により
互いに回動自在に支持されている。
【００２２】アーム状部材２１、２２は、例えばステン
レス鋼、アルミニウム、アルミニウム合金、チタン、チ
タン合金等の金属材料または各種セラミックス等の硬質
材料で構成されている。
【００２３】アーム状部材２１、２２の支持点２５より
先端側は、生体組織に接触し、処置を施す処置部３を構
成している。本実施形態では、処置部３は、鋏（ハサ
ミ）で構成されている。すなわち、アーム状部材２１、
２２のそれぞれの内側に剪断刃２３、２４が形成され、
アーム状部材２１、２２を支持点（支点）２５を中心に
回動させると剪断刃２３、２４同士が後端側から徐々に
重って行き、それらの間に位置する生体組織を切断する
ことができる。
【００２４】このように、本実施形態では、両剪断刃２
３、２４同士が重なるようにして生体組織を切断するの
で、切断を迅速、確実に行なうことができる。
【００２５】アーム状部材２１、２２の後端側には、そ
れぞれ、超音波手術器具１Ａを手で把持するための把持
部７１、７２が形成されている（図１参照）。
【００２６】把持部７１、７２は、環状をなし、指を挿
入するための孔７３、７４が形成されている。これによ
り、把持し易く、しかもアーム状部材２１、２２の回動
操作を容易かつ確実に行なうことができる。
【００２７】器具本体２の、処置部３と把持部７１、７
２の間には、アーム状部材２１、２２に超音波振動を付
与する超音波発生源として、超音波振動子４１、４２が
設置されている。すなわち、把持部７１の先端側近傍に
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超音波振動子４１が設置され、把持部７２の先端側近傍
に超音波振動子４２が設置されている。また、これら超
音波振動子４１、４２は、それぞれ、カバー５１、５２
で覆われている。図２は、カバー５１、５２を除去した
状態を示している。
【００２８】超音波振動の伝達損失をより低減するため
に、超音波振動子４１、４２は、それぞれ、アーム状部
材２１、２２に密着して固定されているのが好ましい。
図示の例では、超音波振動子４１、４２は、それぞれ、
アーム状部材２１、２２の外周の全周を覆うように設置
されている。
【００２９】超音波振動子４１の作動により発生した超
音波振動は、アーム状部材２１を経て剪断刃２３に直接
伝播され、超音波振動子４２の作動により発生した超音
波振動は、アーム状部材２２を経て剪断刃２４に直接伝
播される。
【００３０】このように、本実施形態では、２組の超音
波振動子４１、４２により剪断刃２３、２４（アーム状
部材２１、２２）のそれぞれに直接超音波振動を与えて
いるため、剪断刃２３、２４に接触している生体組織に
対しムラなく、効率的に超音波を付与することができ、
切断・凝固の迅速化に寄与する。特に、生体組織の剪断
刃２３、２４と接触している部位を均一に凝固すること
ができるので、止血効果が高い。
【００３１】また、超音波振動子４１、４２が処置部３
と把持部７１、７２の間に設置されているため、振動エ
ネルギーの損失が少なく、生体組織に対し効率的に超音
波振動を与えることができるので、切断・凝固機能のさ
らなる向上が図れる。
【００３２】また、超音波振動子４１、４２の振動周波
数は、特に限定されないが、通常、２０ｋＨｚ～１００
ｋＨｚ程度のものが好ましく、２０ｋＨｚ～６０ｋＨｚ
程度のものがより好ましい。
【００３３】超音波振動子４１から発生し、アーム状部
材２１を伝播する超音波は、その節の部分が、支持点２
５付近に位置するよう構成されているのが好ましい。ま
た、同様に、超音波振動子４２から発生し、アーム状部
材２２を伝播する超音波は、その節の部分が、支持点２
５付近に位置するよう構成されているのが好ましい。こ
のような構成としたことにより、超音波振動エネルギー
の損失をより小さくすることができ、生体組織に対し効
率的に超音波振動を与えることができるので、切断・凝
固機能のさらなる向上が図れる。
【００３４】なお、超音波振動子４１と超音波振動子４
２の振動周波数、出力、節の位置等の作動条件は、それ
ぞれ、同一でも異なっていてもよい。
【００３５】超音波振動子４１と超音波振動子４２の作
動条件を同一にした場合には、生体組織に対し、より均
一で効率的な処置（切断・凝固）が可能となる。
【００３６】また、例えば、超音波振動子４１と超音波
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振動子４２の出力に差異を設けた場合には、高出力の方
をメインの超音波振動子として使用し、低出力の方をサ
ブの（補助的な）超音波振動子として使用することがで
きる。
【００３７】図２に示すように、超音波振動子４１、４
２には、それぞれ、導線４３、４４が接続されている。
導線４３を束ね、絶縁材料による外皮で覆って、電力供
給用のケーブル６１を構成し、同様に、導線４４を束
ね、絶縁材料による外皮で覆って、電力供給用のケーブ
ル６２を構成する（図１参照）。
【００３８】これらケーブル６１、６２は、それぞれ、
把持部７１、７２内を通り、把持部７１、７２の後端か
ら突出している（図１参照）。これにより、把持部７
１、７２を手で把持して操作する際に、ケーブル６１、
６２が操作の邪魔にならないという利点がある。
【００３９】次に、超音波手術器具１Ａの使用方法につ
いて説明する。ケーブル６１、６２を介して超音波振動
子４１、４２に電力を供給し、超音波振動子４１、４２
を振動させつつ、孔７３に親指、孔７４に人差指と中指
を入れるようにして把持部７１、７２を手で把持し、処
置部３を開いた状態として、生体組織に接近させる。
【００４０】次いで、両剪断刃２３、２４間に生体組織
を挿入し、把持部７１、７２を把持している手を握っ
て、把持部７１、７２同士を接近させる。これにより、
剪断刃２３、２４同士が閉じて行き、その間にある生体
組織が切断（切開）される。
【００４１】この切断（切開）は、剪断刃２３、２４に
よる物理的な剪断と、剪断刃２３、２４から伝播される
超音波振動による剪断の双方によるものである。そのた
め、従来に比べ、極めて迅速かつ適正な切断が可能とな
る。
【００４２】また、このような切断に際し、生体組織
は、両剪断刃２３、２４の刃面や側面などに接触してい
るので、超音波振動エネルギーによる発熱が生じる。こ
の熱により、生体組織は、切断された血管にタンパク質
凝固が起こり、瞬時に止血がなされる。
【００４３】以上のように、本発明の超音波手術器具１
Ａを用いれば、迅速、確実に生体組織の切断（切開）と
凝固（止血）とを行なうことができ、処置時間（手術時
間）の大幅な短縮が図れる。
【００４４】図３および図４は、それぞれ、本発明の超
音波手術器具の第２実施形態を示す側面図および正面図
である。以下、これらの図に基づき、超音波手術器具の
第２実施形態について説明するが、前記第１実施形態と
同様の事項についてはその説明を省略し、主に相違点を
中心に説明する。
【００４５】図３および図４に示す超音波手術器具１Ｂ
は、アーム状部材８１と、該アーム状部材８１に対し支
持点２５にて回動自在に支持されているアーム状部材８
２と、把持部７５と、超音波振動子９とを有している。*
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*【００４６】なお、図示されていないが、例えばバネの
ような付勢手段により、アーム状部材８１、８２は、開
いた状態とされ、前記付勢手段の付勢力に抗してアーム
状部材８１を図中矢印Ｆ方向に押圧することにより、ア
ーム状部材８１、８２が閉じるように構成されている。
【００４７】アーム状部材８１には、剪断刃８３が形成
されている。また、超音波振動子９は、アーム状部材８
１の後端部であって把持部７５より先端側に設置され、
アーム状部材８１に直接超音波振動を与える。なお、超
音波振動子９から発せられた超音波振動は、支持点２５
を介して間接的にアーム状部材８１にも伝播される。
【００４８】また、超音波振動子９への電力供給用のケ
ーブル６３は、把持部７５内を通り、把持部７５の後端
から突出している。
【００４９】次に、超音波手術器具１Ｂの使用方法につ
いて説明する。ケーブル６３を介して超音波振動子９に
電力を供給し、超音波振動子９を振動させつつ、把持部
７５を手で把持し、処置部３のアーム状部材８１、８２
が開いた状態で、生体組織１００に接近させる。
【００５０】次いで、両アーム状部材８１、８２間に生
体組織１００を挿入し、アーム状部材８１を図中矢印Ｆ
方向に押圧して、アーム状部材８１、８２を徐々に閉じ
て行く。これにより、生体組織１００が切断（切開）さ
れる。
【００５１】この切断（切開）は、剪断刃８３による物
理的な剪断と、主に剪断刃８３から伝播される超音波振
動による剪断の双方によるものである。そのため、従来
に比べ、極めて迅速かつ適正な切断が可能となる。
【００５２】また、このような切断に際し、生体組織１
００は、アーム状部材８１、８２の表面に接触している
ので、超音波振動エネルギーによる発熱が生じる。この
熱により、生体組織は、切断された血管にタンパク質凝
固が起こり、瞬時に止血がなされる。
【００５３】以上のように、本発明の超音波手術器具１
Ｂを用いれば、迅速、確実に生体組織の切断（切開）と
凝固（止血）とを行なうことができ、処置時間（手術時
間）の大幅な短縮が図れる。
【００５４】以上、本発明の超音波手術器具を図示の各
実施形態について説明したが、本発明は、これらに限定
されるものではなく、超音波手術器具を構成する各部
は、同様の機能を発揮し得る任意の構成のものと置換す
ることができる。
【００５５】
【発明の効果】以上述べたように、本発明によれば、簡
単な操作で、迅速、確実に生体組織の切断（切開）と凝
固（止血）とを行なうことができる。
【００５６】また、超音波振動の損失が少なく、より少
ない電気エネルギーで、生体組織の高い切断・凝固機能
を発揮することができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の超音波手術器具の第１実施形態を示す
斜視図である。
【図２】図１に示す超音波手術器具の内部構造を示す斜
視図である。
【図３】本発明の超音波手術器具の第２実施形態を示す
側面図である。
【図４】本発明の超音波手術器具の第２実施形態を示す
正面図である。
【符号の説明】
１Ａ、１Ｂ    超音波手術器具
２            器具本体
２１、２２    アーム状部材
２３、２４    剪断刃 *
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*２５          支持点
３            処置部
４１、４２    超音波振動子
４３、４４    導線
５１、５２    カバー
６１、６２、６３  ケーブル
７１、７２    把持部
７３、７４    孔
７５          把持部
８１、８２    アーム状部材
８３          剪断刃
９            超音波振動子
１００        生体組織

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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